
 

★令和
れいわ

５年度(2023年度)「全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

」 

本校
ほんこう

における結果
けっか

概要
がいよう

について 
 今年４月、3年生を対象

たいしょう

に実施
じっし

された「全国学力・学習状況調査」に

関
かん

して、本校における結果
けっか

分析
ぶんせき

や課題
かだい

等
とう

をまとめました。 

生徒のみなさんが、それぞれの強
つよ

みや課
か

題
だい

を把
は

握
あく

し、しっかり自分
じぶん

と向
む

き合
あ

いながら学力
がくりょく

向上
こうじょう

に努
つと

め、生
い

きる力
ちから

を育
はぐく

みながら夢
ゆめ

や目標
もくひょう

を

めざしてくれることを期待
きたい

しています。 

 

◆教科における主
おも

な課題
か だ い

 

国語：文章
ぶんしょう

を読
よ

んで理解
りかい

したことなどを知識
ちしき

や経験
けいけん

と結
むす

び付
つ

け、自分
じぶん

の考
かんが

えを広
ひろ

げたり深
ふか

めた 

りする学習
がくしゅう

 

数学：データの分布
ぶんぷ

の傾向
けいこう

を比較
ひかく

して読
よ

み取
と

り、判断
はんだん

の理由
りゆう

を説明
せつめい

する学習 

英語：読
よ

んだことを基
もと

に、自分
じぶん

の考
かんが

えとその理由
りゆう

を書
か

く学習 

などについて、特に課題
かだい

があることがわかりました。 

また、日々
ひ び

の授業
じゅぎょう

の集 中 力
しゅうちゅうりょく

や学
まな

ぶ意
い

欲
よく

の向
こう

上
じょう

、提
てい

出物
しゅつぶつ

の

徹底
てってい

や家庭
かてい

学習習慣
しゅうかん

の定着
ていちゃく

、学習目標
もくひょう

の明確化
めいかくか

など、基礎
き そ

基本
きほん

を

大事
だいじ

にした取
と

り組
く

みが学力
がくりょく

向上
こうじょう

につながっていくと考えられます。 

 

◆学校
がっこう

として、今後
こ ん ご

に向けて・・・ 

●日々の授業や学校・学年行事
ぎょうじ

、学級
がっきゅう

活動や生徒会活動などの取り組みを通
とお

して、生徒
せ い と

の自尊
じ そ ん

感情
かんじょう

を豊
ゆた

かに育
はぐく

み、お互
たが

いを認
みと

め合
あ

い、高
たか

め合い、支
ささ

え合える

集団
しゅうだん

づくりをベースとして、確
たし

かな学力の向上
こうじょう

と生
い

きる力
ちから

の育
いく

成
せい

に

努
つと

めていきます。 

●学力向上に向けて、一人
ひ と り

一台
いちだい

タブレットなど ICT機器
き き

を効果的
こ う か て き

に

活用
かつよう

しながら、主体的
しゅたいてき

・対話的
たいわて き

で深
ふか

い学
まな

びとなるよう指導
し ど う

方法の

工夫
く ふ う

改善
かいぜん

に努
つと

め、子
こ

どもたちが意欲的
い よ く て き

に参加
さ ん か

し、知識
ち し き

・技能
ぎ の う

や

思考力
し こ う り ょ く

・判断力
はんだんりょく

・表現力
ひょうげんりょく

を養
やしな

う授
じゅ

業
ぎょう

づくりを通
とお

して、個別
こ べ つ

最適
さいてき

で

協働的
きょうどうてき

な学びをさらに進
すす

めていきます。 
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【１】教科
きょうか

に関わる結果の概要
がいよう

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎全国
ぜんこく

平均
へいきん

正答率
せいとうりつ

と比較
ひかく

した場合
ばあい

、「言
こと

葉
ば

の特
とく

徴
ちょう

や使
つか

い方
かた

に関
かん

する事
じ

項
こう

」では、良
りょう

好
こう

な数
すう

値
ち

を示
しめ

していますが、「読むこと」に関
かん

する領域
りょういき

に課題
かだい

があることが伺
うかが

えます。 

○「言葉の特徴や使い方に関する事項」の領域では、（問題番号２の一）事象
じしょう

や行為
こうい

、心情
しんじょう

を表
あらわ

す

語
ご

句
く

について理解
りかい

することはできています。 

○「話すこと・聞くこと」の領域では、（問題番号１の一）目
もく

的
てき

や場
ば

面
めん

に応
おう

じて

質
しつ

問
もん

する内
ない

容
よう

を検
けん

討
とう

することはできています。 

○「読
よ

むこと」の領域では、（問題番号４の三）文章
ぶんしょう

の構成
こうせい

や展開
てんかい

、表現
ひょうげん

の効果
こうか

について、根拠
こんきょ

を明確
めいかく

にして考えることに課題があります。 
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◎全国
ぜんこく

平均
へいきん

正答率
せいとうりつ

と比較
ひかく

した場合
ばあい

、「数と式」に関する領域
りょういき

は良好
りょうこう

ですが、「データの活用
かつよう

」に

関する領域では、課題
かだい

があることが伺
うかが

えます。 

〇「数
すう

と式
しき

」の領域では、（問題番号２）数
すう

と整数
せいすう

の乗法
じょうほう

の計算
けいさん

をすることや、（問題番号６⑴）

問題場面における考
こう

察
さつ

の対
たい

象
しょう

を明
めい

確
かく

に捉
とら

えることはできています。 

〇「図形
ずけい

」の領域では、（問題番号９⑴）ある事
こと

柄
がら

が成
な

り立
た

つことを、構想
こうそう

に基
もと

づいて証明
しょうめい

することに課題
かだい

があります。 

○「データの活用
かつよう

」の領域では、（問題番号７⑵）複数
ふくすう

の集団
しゅうだん

のデータの

分布
ぶんぷ

の傾向
けいこう

を比較
ひかく

して捉
とら

え、判断
はんだん

の理由
りゆう

を数学的
すうがくてき

な表現
ひょうげん

を用
もち

いて説

明することに課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎全国
ぜんこく

平均
へいきん

正答率
せいとうりつ

と比較
ひかく

した場合
ばあい

、すべての領域にわたって良好
りょうこう

な傾向
けいこう

が伺
うかが

えます。 

 

〇「読むこと」の領域では、（問題番号５⑵）事
じ

実
じつ

と考
かんが

えを区
く

別
べつ

して読むことや、（問題番号７⑴）

日常的
にちじょうてき

な話題
わだい

について、文と文との関係
かんけい

を正確
せいかく

に読み取ることはできています。 

〇「書くこと」の領域では、（問題番号１０）日常的な話題につ

いて事実
じじつ

や自分
じぶん

の考
かんが

えなどを整理
せいり

し、まとまりのある文章

を書くことについて、課題があります。 

○「話すこと」の領域では、（問題番号２）社会的
しゃかいてき

な話題
わだい

に関
かん

して聞いたことについて、考えとその理由
りゆう

を話すことに課題

があります。 
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聞くこと

読むこと

書くこと

話すこと［やり取り］

話すこと［発表］

［英語］

十四中 全国（公立）



【２】生徒
せいと

質問紙
しつもんし

調査
ちょうさ

から見
み

られる特色
とくしょく

 

 次
つぎ

のグラフは生徒質問紙調査の項目
こうもく

について、肯定的
こうていてき

意見
いけん

（「当
あ

てはまる」・「どちらかといえば

当てはまる」の合計
ごうけい

）を全国と比較
ひかく

したもののうち、特徴的
とくちょうてき

なものをまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○家庭
てい

学習
がくしゅう

にかける時間
じかん

や教科
きょうか

学習
がくしゅう

に関
かか

わる質
しつ

問
もん

に関
かん

しては、全国
ぜんこく

より高
たか

い数
すう

値
ち

を示
しめ

しており、

学習面
がくしゅうめん

についての意識
いしき

の高
たか

さを伺
うかが

うことができます。 

○一方
いっぽう

、自己
じ こ

肯定感
こうていかん

や将来
しょうらい

に向
む

けた目
もく

標
ひょう

設
せっ

定
てい

、学校
がっこう

や家庭
かてい

・地域
ちいき

生活
せいかつ

に関わる質問、倫理
りんり

観
かん

や人権
じんけん

意識
いしき

に関わる質問については、ほとんどの

項目
こうもく

において肯定的
こうていてき

意見
いけん

が全国を下回っており、学校
がっこう

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

や豊
ゆた

かな心
こころ

を育
はぐく

む取り組みの推進
すいしん

が大きな課題であると考えられます。 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

自分には、よいところがあると思いますか

将来の夢や目標を持っていますか

人が困っているときは、進んで助けていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

学校の授業時間以外に、平日１日当たり

どれくらいの時間、勉強をしますか

英語の授業で学習したことは、将来、

社会に出たときに役に立つと思いますか

［生徒質問紙］

十四中 全国（公立）


